
発議第２号 

 

台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への加盟を支持し、 

必要な支援を強く求める意見書案 

 

台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への加盟を支持し、必要な支援を強く求める意見書を衆

議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、外務大臣及び厚生労働大臣宛て提

出するものとする。 
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台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への加盟を支持し、 

必要な支援を強く求める意見書案 

 

世界保健機関（ＷＨＯ）は、本年、日本時間１月３１日未明、中国で発生した新型コロナウ

イルスによる肺炎について「国際的に懸念される公衆衛生の緊急事態」を宣言した。 

こうした状況の中、台湾でも感染者数が２０人に上り、台湾衛生当局は本年２月１６日、

感染した男性が死亡したと発表し、その被害の拡大を示している。 

ＷＨＯの緊急事態宣言は、感染力や致死率などの分析をもとに病気が拡大して他国に公衆

衛生の危険をもたらす上、緊急に国際的な対策が必要と判断した際に勧告と併せて出される

もので、国際社会に危機的状況を幅広く周知させる意味が大きく、各国政府や企業からの資

金や物資など、それら支援が拡大する効果も期待できるとされている。 

米国の代表はＷＨＯ執行理事会において、新型コロナウイルスによる肺炎の治療法やワク

チン開発について話し合う会合への台湾参加を各国に呼びかけ、日本の代表もそれに賛同し

たことに続き、国際世論としてもカナダやＥＵ加盟国も台湾のＷＨＯ参加を支持する立場を

示している。さらに日本国内では、本年１月３０日に開かれた参議院予算委員会において、

安倍晋三総理大臣は、新型コロナウイルスによる肺炎の感染拡大に関連し、台湾のＷＨＯ参

加の必要性を強調したところである。 

世界保健機関憲章前文には、「人種、宗教、政治信条や経済的、社会的条件によって差別さ

れることなく、最高水準の健康に恵まれることは、あらゆる人々にとっての基本的人権のひ

とつです。」とあり、その人道的見地からも台湾のＷＨＯへの加盟を速やかに推し進め、各国

政府や企業からの支援を受けられるようにする必要がある。 

よって、国においては、台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）への加盟を支持するとともに、その

ための必要な支援を強く求めるものである。 

 

上記、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 

 

 

 


